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は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
八
月
か
ら
二
〇
二

〇
年
二
月
ま
で
、
備
前
市
閑
谷
に

あ
る
重
要
文
化
財
閑
谷
神
社
（
写

真
１
）
本
殿
の
保
存
修
理
工
事
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
は
本
殿

南
西
隅
木
に
亀
裂
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
隅
木
取
り
替
え
を

前
提
と
し
た
半
解
体
修
理
と
し
て

計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
、
隅
木
の

亀
裂
は
建
築
当
初
か
ら
あ
っ
た
と

判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
隅
木
取
り
替
え
を
行
わ
ず
帯
金
物
に
よ
る
補
強
に

変
更
し
、
屋
根
葺
き
替
え
を
中
心
と
し
た
部
分
修
理
に
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

屋
根
解
体
の
過
程
で
、
野
地
、
小
屋
組
は
一
部
を
除
い
て
過
去
に
解
体

さ
れ
た
痕
跡
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
土
居
葺
の
柿
板
の
年
輪

年
代
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
す
べ
て
赤
身
の
た
め
伐
採
年
ま
で
は
判

明
し
な
か
っ
た
が
、
示
さ
れ
た
年
代
は
一
六
三
七
（
寛
永
一
四
）
年
が
最

も
新
し
い
年
代
で
あ
り
（
表
１
）、
小
屋
組
は
土
居
葺
ま
で
当
初
の
ま
ま

の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た（
１
）。

　

さ
ら
に
、
本
殿
屋
根
に
葺
か
れ

て
い
た
瓦
の
う
ち
、
形
が
良
く
残

存
し
て
い
た
平
瓦
二
九
八
〇
枚

（
二
の
平
瓦
を
含
む
）
の
調
査
を
、

文
化
財
課
の
担
当
者
と
し
て
筆
者

が
行
っ
た
。
し
か
し
、
今
ま
で

調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
研

究
報
告
に
お
い
て
そ
の
内
容
を

紹
介
し
、
将
来
の
保
存
修
理
事
業
の
参
考
に
資
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
写
真
は
、
基
本
的
に
教
育
庁
文
化
財
課
在

職
中
に
撮
影
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
ま
た
瓦
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

設
計
監
理
を
担
当
し
た
公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

の
加
藤
修
治
氏
・
金
田
直
子
氏
・
興
梠
朋
道
氏
、
工
事
を
担
当
し
た
株

式
会
社
藤
原
組
、
そ
し
て
屋
根
工
事
を
行
っ
た
株
式
会
社
山
陽
瓦
の
皆

様
か
ら
種
々
の
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

一　

閑
谷
神
社
の
成
立

　

閑
谷
神
社
は
、
岡
山
藩
主
で
閑
谷
学
校
の
創
始
者
・
池
田
光
政
を
祀

る
施
設
で
あ
る
芳
烈
祠（
２
）と
し
て
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
冬
に
完

成
し
た
。
芳
烈
祠
は
、
芳
烈
祠
、
廊
（
階
）、
中
庭
、
土
蔵
（
庫
）
外
門

な
ど
の
建
物
か
ら
な
り
、
中
心
施
設
で
あ
る
芳
烈
祠
に
は
一
七
〇
七
（
宝

永
四
）
年
か
ら
金
銅
製
の
池
田
光
政
坐
像
が
納
め
ら
れ
、
土
蔵
に
は
甲
冑
、

 
閑
谷
神
社
本
殿
の
備
前
焼
瓦
に
つ
い
て

横
　
山
　
　
　
定

写真 1 　閑谷神社

部材名 樹種 年輪数 年輪年代 辺材
柿板 1 スギ 150 1600年 なし
柿板 2 スギ 143 1627年 なし
柿板 3 スギ 104 1599年 なし
柿板 4 スギ 139 1602年 なし
柿板 5 スギ  69 1522年 なし
柿板 6 スギ  87 1552年 なし
柿板 7 スギ  62 1637年 なし
柿板 8 スギ  58 1633年 なし
※　註 1 文献71頁の表 2を改変

表１　柿板の年輪年代調査結果
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装
束
や
整
用
具
な
ど
光
政
の
遺
品
が
そ
れ
ぞ
れ
納
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

毎
年
八
月
の
釈
菜
の
後
、
光
政
像
に
献
果
・
献
酒
・
献
茶
な
ど
を
行
う
「
芳

烈
祠
之
儀
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

廃
藩
置
県
後
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
一
〇
月
二
五
日
、
芳
烈
祠
を

神
社
に
改
め
る
と
す
る
「
士
民
一
同
」
か
ら
の
願
い
が
許
可
さ
れ
た（
３
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
芳
烈
祠
は
、
閑
谷
神
社
と
改
称
し
、
県
社
に
列
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
神
社
敷
地
は
、
当
時
第
十
八
区
の
共
有
地
で
あ
っ
た
旧
閑

谷
学
校
敷
地
の
一
部
（
一
反
六
畝
四
歩
）
と
学
校
南
の
畑
（
九
畝
二
〇
歩
）

が
寄
附
さ
れ
た
。
ま
た
境
内
建
造
物
の
整
備
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
神
社
設
立
願
の
過
程
で
教
部
省
か
ら
「
永
償
ノ
方
法
」
を
報
告

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、「
有
志
之
輩
米
金
寄
附
可
仕
筈
ニ
付
、
右
金
額
之

内
ニ
而
修
補
ヲ
加
ヘ
残
金
ヲ
以
追
々
山
林
田
畑
等
適
宜
購
求
、
後
来
之
費

用
ニ
相
充
」
て
る
予
定
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）

年
六
月
の
閑
谷
神
社
祠
掌
小
堀
明
根
及
び
祠
官
池
田
信
品
か
ら
県
令
に
宛

て
た
願
書
に
よ
る
と
、
神
社
改
編
以
降
「
宮
殿
其
他
共
修
繕
可
致
之
処
、

無
力
ニ
シ
テ
遷
延
仕
居
申
候
」
と
、
神
社
の
整
備
事
業
は
費
用
不
足
に
よ

り
進
ん
で
お
ら
ず
、
県
内
一
般
人
民
か
ら
寄
附
を
募
る
こ
と
に
し
、
翌
月

許
可
さ
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
設
立
許
可
か
ら
約
二
年
後
の
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
九
月

一
八
日
に
初
め
て
の
大
祭
を
迎
え
た
。
こ
の
時
の
略
図
に
よ
る
と
、
芳
烈

祠
は
「
御
内
陣
」、
廊
は
釣
屋
、
中
庭
は
拝
殿
、
土
蔵
は
宝
蔵
と
な
り
、

神
饌
所
・
社
務
所
・
表
門
・
長
屋
・
鳥
居
な
ど
が
新
た
に
整
備
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る（
４
）。

二　

芳
烈
祠
及
び
閑
谷
神
社
に
お
け
る
過
去
の
修
理

　

芳
烈
祠
及
び
閑
谷
神
社
と
も
に
、
文
化
財
保
護
法
施
行
（
一
九
五
〇
年
）

以
前
の
修
理
の
実
態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
一
九
六
一
年
か
ら
翌
年

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
修
理
の
報
告
書
『
特
別
史
蹟
並
び
に
重
要
文
化
財

閑
谷
黌
聖
廟
、
閑
谷
神
社
々
殿
及
び
石
塀
保
存
修
理
（
第
二
期
）
工
事
報

告
書
』（
５
）
に
よ
る
と
、
土
蔵
（
神
庫
）
の
軒
平
瓦
三
枚
に
「
安
永
四
未
年　

五
月
」
の
篦
書
が
あ
り
、
一
七
七
五
（
安
永
四
）
年
に
土
蔵
の
屋
根
葺
き

替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
本
殿
瓦
座
裏
に
「
文
政
元

年
九
月
廿
四
日　

下
出
石
⃞　

大
工　

⃞
⃞
⃞
」
の
墨
書
が
あ
り
、
一
八

一
八
（
文
政
元
）
年
に
芳
烈
祠
（
本
殿
）
の
屋
根
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
報
告
書
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
「
諸
御
用

焼
物
細
工　

卸
定
直
段
留
」
に
よ
る
と
、
芳
烈
祠
内
建
物
用
の
瓦
と
思
わ

れ
る
、「
御
紋
付
巴
」
を
一
八
一
八
年
に
七
四
枚
、
同
じ
く
「
御
紋
付
瓦
」

を
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
に
二
五
枚
製
作
し
て
お
り
、
一
八
一
八
年
は

先
ほ
ど
の
瓦
座
と
一
致
す
る
と
と
も
に
、
一
八
五
七
年
に
も
屋
根
葺
き
替

え
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
修
理
と
し
て
は
、
一
八
七
五
年
か
ら
一
八
七
七

年
の
神
社
設
立
に
伴
う
修
理
等
が
一
番
大
規
模
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
神

社
祭
神
と
し
て
新
た
に
池
田
輝
政
、
池
田
利
隆
を
合
祀
す
る
た
め
本
殿
内

外
陣
境
を
改
変
し
た
ほ
か
、
各
建
物
の
屋
根
瓦
棒
葺
を
漆
喰
葺
に
改
め
る

な
ど
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
に
至
る
ま
で
の
修
理
履

歴
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
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一
九
五
〇
年
の
文
化
財
保
護
法
施
行
以
後
で
は
、
ま
ず
一
九
六
一
年
か

ら
一
九
六
二
年
に
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
・
中
門
・
神
庫
・
練
塀
の
屋
根
葺

き
替
え
及
び
部
分
修
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
各
建
物
と
も
傷
み
が
進

ん
で
お
り
、
久
し
ぶ
り
の
大
が
か
り
な
修
理
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
、
一
九
七
一
年
に
練
塀
修
理
、
一
九
七
五
年
に
漆
の
塗
り
替
え
、
一

九
七
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
社
務
所
・
神
饌
所
等
の
撤
去
、
一
九
九
五

年
か
ら
一
九
九
七
年
に
か
け
て
幣
殿
・
拝
殿
等
の
屋
根
部
分
葺
き
替
え
及

び
部
分
修
理
、
二
〇
一
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
幣
殿
の
解
体
修
理
、
拝

殿
床
等
の
部
分
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

三　

閑
谷
神
社
拝
殿
・
幣
殿
、
旧
閑
谷
学
校
聖
廟
校
門
の
備
前
焼
瓦

　

閑
谷
神
社
本
殿
に
先
立
ち
、
二
〇
一
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
閑
谷
神

社
幣
殿
・
拝
殿
、
旧
閑
谷
学
校
聖
廟
校
門
の
保
存
修
理
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
備
前
焼
瓦
に
関
す
る
知
見
を
整
理
し
て

み
よ
う
。
平
瓦
・
丸
瓦
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
一
部
に
押
印
の
あ
る

も
の
が
存
在
し
て
い
た
。
確
認
さ
れ
た
押
印
は
、「
キ
長
」「
キ
孫
」「
キ
平
」

「
キ
与
」「
キ
四
」「
キ
五
」「
キ
七
」「
ミ
長
」「
ミ
孫
」「
ミ
平
」「
ミ
与
」「
ミ

四
」「
ミ
五
」「
ミ
七
」「
吉
」「
○
」「
六
九
」
な
ど
二
三
種
類
あ
っ
た
。

丸
瓦
の
場
合
玉
縁
に
一
つ
押
さ
れ
て
い
た
が
、
平
瓦
の
場
合
は
表
裏
に
押

印
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
表
裏
で
違
う
押
印
の
場
合
も
多
く
あ
っ
た
。

こ
の
押
印
は
、
製
作
者
の
印
で
あ
る
「
陶
印
」
の
可
能
性
を
考
え
た
が
、

結
局
そ
れ
を
証
明
す
る
調
査
結
果
は
得
ら
れ
ず
、
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

　

聖
廟
校
門
に
あ
っ
た
平

瓦
の
中
に
は
、
裏
面
に

「
試
砂
作
」
の
篦
書
が
あ

る
瓦
五
枚
、「
試
作
砂
入　

サ
ヽ
原
」
の
篦
書
が
あ
る

瓦
一
枚
、「
百
九
十
□
□

□　

試
砂
作
」
の
篦
書
が

あ
る
瓦
一
枚
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
百
九
十
□
□
□　

試
砂
作
」
の
篦
書
は
、

一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
二
年
に
行
わ
れ
た
保
存
修
理
工
事
で
、
神
社
拝

殿
、
聖
廟
中
庭
・
大
成
殿
に
計
四
枚
見
つ
か
っ
た
「
百
九
十
五
ノ
内　

試

砂
作
」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九

六
一
年
に
旧
閑
谷
学
校
習
芸
斎
及
び
飲
室
を
修
理
し
た
際
「
百
九
十
五
枚

ノ
内　

試
砂
作　

元
禄
十
三
辰
年
」
と
篦
書
き
さ
れ
た
平
瓦
（
写
真
２
）

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
試
砂
作
」
の
平
瓦
は
、
一
七
〇

〇
（
元
禄
一
三
）
年
に
一
九
五
枚
製
作
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

　

ま
た
、「
百
九
十
五
枚
ノ
内　

試
砂
作　

元
禄
十
三
辰
年
」
の
平
瓦
は
、

他
の
平
瓦
で
押
印
が
あ
る
部
分
を
欠
失
し
て
お
り
、
押
印
の
有
無
は
不
明

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
か
ら
の
修
理
で
確
認
さ
れ
た
「
百
九

十
□
□
□　

試
砂
作
」
も
含
め
た
「
試
砂
作
」
の
平
瓦
に
は
、
表
に
「
ミ

平
」「
ミ
五
」
等
、
裏
に
す
べ
て
「
キ
平
」
の
押
印
が
あ
っ
た
た
め
、
こ

れ
ら
押
印
が
あ
る
瓦
は
、
一
七
〇
〇
年
ご
ろ
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
の
保
存
修
理
の
際
、
拝
殿
・
幣
殿
の
板
床
の
下
か
ら

写真 2
「百九十五枚ノ内　試砂作

元禄十三辰年」銘平瓦
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備
前
焼
の
瓦
や
漆
喰
を
用

い
た
土
間
状
の

遺
構
（
写
真
３

‐
１
〜
２
）
が

見
つ
か
っ
た（
６
）。

こ
の
遺
構
と
大

引
を
支
え
る
四
つ
の
基
礎
石
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
一
六
八
六

（
貞
享
三
）
年
の
建
築
当
初
か
ら
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
こ

こ
で
使
用
さ
れ
て
い
た
瓦
は
、
釘
穴
の
あ
る
平
瓦
を
二
つ
に
割
っ

て
使
用
し
て
お
り
、
裏
面
若
し
く
は
両
面
に
櫛
状
の
工
具
で
条

線
が
施
さ
れ
て
い
た
（
写
真
４
）。
こ
の
瓦
も
当
然
、
拝
殿
が

建
築
さ
れ
た
一
六
八
六
年
前
後
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

閑
谷
神
社
本
殿
の
備
前
焼
瓦

　
（
一
）
備
前
焼
瓦
の
類
型
化

　

次
に
本
殿
の
備
前
焼
瓦
を
み
て
み
よ
う
。
本
殿
屋
根
に
使
用
さ
れ
て
い

た
備
前
焼
瓦
の
枚
数
は
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る（
７
）。
今
回
の
調
査
は

平
瓦
と
二
の
平
瓦
の
計
三
〇
九
二
枚
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
破

損
等
に
よ
り
全
体
形
状
が
不
明
な
も
の
も
あ
り
、
結
局
九
六
・
四
％
に
当

た
る
二
九
八
〇
枚
に
つ
い
て
、
目
視
に
よ
る
外
見
的
特
徴
の
確
認
と
横
短

辺
・
横
長
辺
・
縦
辺
の
計
測
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
外
見
的
特
徴
等
か

ら
以
下
の
九
類
型
に
分
類
し
た
。　

　

第
１
類
型
の
平
瓦
は
、
拝
殿
及
び
幣
殿
の
床
下
に
敷
か
れ
て
い
た
平
瓦

と
同
じ
も
の
で
、
瓦
の
裏
面
に
櫛
状
の
工
具
に
よ
る
条
線
を
ほ
ぼ
全
面
に

写真 3 － 1 　拝殿床下

写真 3 － 2 　幣殿床下

写真 4 　
拝殿床下に敷かれていた

平瓦（裏）

種類 構成枚数
東面 南面 西面 北面 総数

平瓦 489 984 496 987 2956
丸瓦 223 473 226 475 1397
軒唐草 36 32 36 32 136
二の平 36 32 36 32 136
掛唐草　右 15 15 30
掛唐草　左 15 15 30
軒巴 37 33 37 33 140
掛巴　右 14 14 28
掛巴　左 14 14 28
抱丸　右 12 13 25
抱丸　左 12 13 25
掛面戸　右 12 12 24
掛面戸　左 12 12 24
面戸瓦 24 20 24 20 88
隅面戸　右 6 6 6 6 24
隅面戸　左 6 6 6 6 24
大棟　棟丸 15
大棟　鳥衾 1 1 2
大棟　天熨斗 17 17 34
大棟　熨斗　上 17 17 34
大棟　熨斗　下 17 17 34
大棟　水板（輪違） 19 19 38
大棟　水板（六葉） 19 19 38
大棟　台熨斗 20 20 40
拝み巴 1 1 2
大棟　鬼瓦 2
大棟　鬼台 2 2
隅棟　棟丸 28
隅棟　鳥衾 4
隅棟　尻巴 4
隅棟　天熨斗　右 9 9 9 9 36
隅棟　天熨斗　左 9 9 9 9 36
隅棟　熨斗　右 9 9 9 9 36
隅棟　熨斗　左 9 9 9 9 36
隅棟　水板　右 9 9 9 9 36
隅棟　水板　左 9 9 9 9 36
隅唐草 4
隅巴 4
隅棟　鬼瓦 4
隅棟　鬼台 4

計5,624枚

表 2 　本殿屋根瓦の種類
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施
し
た
瓦
で
あ
る
（
写
真
５
）。

櫛
目
に
つ
い
て
は
、
瓦
に
よ
っ

て
そ
の
間
隔
が
異
な
る
も
の
が

あ
り
、
さ
ら
に
成
形
後
の
ナ
デ

に
よ
り
条
線
が
浅
く
な
っ
た
も

の
も
あ
る
が
、
そ
の
数
は
少
な

い
。
ま
た
、
横
長
辺
側
に
釘
穴

の
あ
る
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に

穴
を
貫
通
さ
せ
て
い
る
が
再
び

埋
め
て
焼
か
れ
た
も
の
も
あ
っ

た
。
法
量
は
、
縦
辺
長
一
九
・

七
㎝
〜
二
四
・
八
㎝
、
横
短
辺

長
一
八
・
二
㎝
〜
二
一
・
八

㎝
、
横
長
辺
長
二
〇
・
〇
㎝
〜

二
二
・
五
㎝
に
収
ま
る
。
確
認

さ
れ
た
枚
数
は
八
〇
六
枚
で
あ

る
。
瓦
の
表
・
裏
に
は
押
印
は

な
い
が
、
一
部
に
側
面
に
記
号
を
押
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
（
写
真
６
）。

こ
の
押
印
に
つ
い
て
は
調
査
の
途
中
で
発
見
し
た
た
め
、
す
べ
て
の
第
１

類
型
の
平
瓦
の
側
面
を
確
認
し
て
い
な
い
が
、
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は

少
数
と
思
わ
れ
る
。
第
１
類
型
の
平
瓦
は
、
拝
殿
及
び
幣
殿
の
床
下
に
敷

か
れ
て
い
た
平
瓦
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
芳
烈
祠
が
創
建
さ

れ
た
貞
享
期
に
製
作
さ
れ
た
平
瓦
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
２
類
型
の
平
瓦
は
、
第

１
類
型
と
同
様
瓦
の
裏
面
に

櫛
目
の
条
線
を
施
し
、
横
短

辺
の
隅
を
丸
く
凹
め
、
二
の

平
瓦
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
（
写
真
７
）。
法

量
は
、
縦
辺
長
二
三
・
三
㎝

〜
二
四
・
三
㎝
、
横
短
辺
長

一
五
・
九
㎝
〜
一
六
・
八

㎝
、
横
長
辺
長
二
〇
・
三
㎝

〜
二
一
・
四
㎝
に
収
ま
る
。

今
回
、
二
〇
枚
が
確
認
さ
れ

た
が
、
こ
れ
も
第
１
類
型
と

同
じ
く
貞
享
期
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
３
類
型
の
平
瓦
は
、
櫛
目
の
条
線
は
な
い
が
、
押
印
の
あ
る
瓦
で
あ

る
（
写
真
８
）。
六
七
五
枚
が
確
認
さ
れ
、
法
量
は
、
縦
辺
長
二
〇
・
七

㎝
〜
二
五
・
五
㎝
、
横
短
辺
長
一
九
・
四
㎝
〜
二
一
・
四
㎝
、
横
長
辺
長

二
〇
・
二
㎝
〜
二
二
・
五
㎝
に
収
ま
り
、
第
１
類
型
に
近
似
し
て
い
る
。

押
印
は
す
べ
て
「
キ
」「
ミ
」
が
先
頭
と
な
っ
た
二
文
字
で
、
ほ
と
ん
ど
表
・

裏
の
両
面
に
あ
っ
た
が
、
片
面
に
し
か
押
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る

も
の
も
存
在
し
た
。
製
作
時
期
は
、
押
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
頁
で
指

摘
し
た
と
お
り
一
七
〇
〇
（
元
禄
一
三
）
年
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
４
類
型
の
平
瓦
は
、
第
３
類
型
と
同
じ
く
櫛
目
の
条
線
が
な
く
押
印

写真 7
第2類型平瓦（裏）

写真 6 　第1類型平瓦側面にある押印

写真 8
第3類型平瓦（裏）

写真 ５
第1類型平瓦（裏）
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の
み
で
あ
る
が
、
縦
辺

長
が
二
五
・
四
㎝
〜
二

六
・
七
㎝
と
第
３
類
型

よ
り
大
型
の
平
瓦
で
あ

る
（
写
真
９
）。
三
四

枚
が
確
認
さ
れ
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
縦
辺

端
を
打
ち
欠
い
て
使
用
し
て
お
り
、
横
辺
長
が
分
か
っ
た
の
は
四
枚
の
み

で
、
短
辺
長
二
〇
・
八
㎝
〜
二
二
・
七
㎝
、
横
長
辺
長
二
二
・
三
㎝
〜
二

三
・
八
㎝
に
収
ま
り
、
横
辺
も
第
３
類
型
よ
り
長
か
っ
た
。
一
九
五
九
年

か
ら
一
九
六
一
年
に
か
け
て
保
存
修
理
が
行
わ
れ
た
習
芸
斎
及
び
飲
室
で

発
見
さ
れ
た
篦
書
銘
の
あ
る
平
瓦
は
、
縦
辺
長
二
六
・
四
㎝
、
横
短
辺
長

二
一
・
八
㎝
〜
二
二
・
四
㎝
、
横
長
辺
長
二
三
・
六
㎝
〜
二
三
・
九
㎝
で

（
８
）、
第
４
類
型
と
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
第
４
類
型

の
平
瓦
は
、
本
来
他
の
建
物
用
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
本
殿
に

転
用
し
た
可
能
性
が
高
い（
９
）。

　

第
５
類
型
の
平
瓦
は
、

押
印
が
な
く
、
裏
面
に

第
１
類
型
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
浅
い
櫛
状
の

条
線
が
施
さ
れ
た
瓦
で

あ
る
（
写
真
10
）。
条
線

は
非
常
に
細
く
、
ま
ば

ら
な
も
の
や
不
規
則
に
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
機
能
は
不
明

で
あ
る
。
七
〇
枚
が
該
当
し
、
法
量
は
、
縦
辺
長
二
二
・
五
㎝
〜
二
七
・

三
㎝
、
横
短
辺
長
一
八
・
五
㎝
〜
二
一
・
〇
㎝
、
横
長
辺
長
一
八
・
八
㎝

〜
二
二
・
二
㎝
に
収
ま
る
。
お
そ
ら
く
、
一
七
〇
〇
年
以
降
製
作
の
補
足

瓦
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
６
類
型
の
平
瓦
は
、
櫛
目
の
条
線
や
押
印
も
施
さ
れ
て
い
な
い
年
代

不
詳
の
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
一
七
〇
〇
年
以
降
の
補
足
瓦
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
前
記
以
外
の
統
一
的
な
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。
枚
数
は

一
四
八
枚
に
な
り
、
法
量
は
、
縦
辺
長
二
二
・
一
㎝
〜
二
七
・
三
㎝
、
横

短
辺
長
一
八
・
七
㎝
〜
二
三
・
五
㎝
、
横
長
辺
長
二
〇
・
四
㎝
〜
二
四
・

一
㎝
と
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
第
１
類
型
・
第
３
類
型
の
平
瓦
よ
り
大
型
の

も
の
が
あ
る
が
、
不
明
分
を
す
べ
て
含
め
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

第
７
類
型
の
平
瓦
は
、
櫛
目
の
条
線
や
押
印
も
な
い
が
、
さ
ら
に
第
６

類
型
の
平
瓦
と
比
較
し
て
色
合
い
や
仕
上
が
り
が
単
調
と
い
う
特
徴
を
持

つ
。
六
六
枚
と
少
な
く
、
補
足
瓦
で
第
６
類
型
よ
り
新
し
く
製
作
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
法
量
は
、
縦
辺
長
二
四
・
七
㎝
〜
二
五
・
七
㎝
、
横
短

辺
長
二
二
・
七
㎝
〜
二
三
・
六
㎝
、
横
長
辺
長
二
三
・
一
㎝
〜
二
四
・
一

㎝
に
収
ま
り
、
こ
れ
も
本
来
の
本
殿
の
瓦
よ
り
一
回
り
大
型
で
あ
る
た
め
、

別
の
建
物
の
瓦
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
を
転
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
８
類
型
及
び
第
９
類
型
の
平
瓦
は
、「
昭
和
三
十
六
年
度
修
補
」「
友

敬
作
」
の
押
印
が
あ
る
瓦
、
つ
ま
り
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
保

存
修
理
の
際
に
製
作
さ
れ
た
補
足
瓦
で
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
第
８
類
型
の

平
瓦
は
本
殿
用
、
第
９
類
型
の
平
瓦
は
他
の
建
物
用
を
打
ち
欠
い
て
転
用

写真 ９
第4類型平瓦（裏）

写真10
第５類型平瓦（裏）
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し
た
も
の
で
あ
る
。
第
８
類
型
は

八
五
四
枚
、
第
９
類
型
は
三
〇
七

枚
確
認
さ
れ
た
。

　

以
上
指
摘
し
た
特
徴
を
ま
と
め

る
と
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
貞
享
期
と
み
ら
れ
る
第
１
類
型
の
平
瓦
と
元
禄
期
と
み
ら
れ

る
第
３
類
型
の
平
瓦
の
法
量
の
分
布
を
み
て
み
よ
う
。
第
１
類
型
の
平
瓦

は
縦
辺
の
長
さ
が
分
か
る
も
の
が
七
六
二
枚
で
、
極
端
に
数
値
の
異
な
る

も
の
も
あ
る
が
、
二
三
・
二
㎝
〜
二
四
・
一
㎝
の
一
・
〇
㎝
の
間
に
八
一
・

一
％
が
収
ま
り
、
七
寸
八
分
前
後
を
基
準
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
図

１
）。
横
短
辺
の
長
さ
が
分
か
る
も
の
は
六
六
一
枚
で
、
こ
れ
も
極
端
に

数
値
の
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
一
九
・
七
㎝
〜
二
〇
・
六
㎝
の
一
・
〇

㎝
の
間
に
八
六
・
七
％
が
収
ま
り
、
六
寸
七
分
前
後
を
基
準
に
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
（
図
２
）。
ま
た
横
長
辺
の
長
さ
が
分
か
る
も
の
は
三
〇

二
枚
で
、
同
じ
く
極
端
に
数
値
の
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
二
〇
・
六
㎝

〜
二
一
・
五
㎝
の
一
・
〇
㎝
の
間
に
七
〇
・
五
％
が
収
ま
り
、
や
や
ば
ら

つ
き
が
あ
る
も
の
の
六
寸
九
分
前
後
を
基
準
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
図
３
）。
ま
た
、
長
さ
が
測
定
で
き
た
枚
数
が
多
く
比
較
し
や
す
い
縦
辺

長
と
横
短
辺
長
と
の
関
係
を
散
布
図
に
示
す
と
図
４
の
よ
う
に
な
り
、
両

表 3 　平瓦の調査結果
枚数 割合（％） 年代 小計 割合（％）

第1類型  806  27.0 
貞享期  826 27.7

第2類型   20   0.7 
第3類型  675  22.7 

元禄期  709 23.8
第4類型   34   1.1 
第5類型   70   2.3 

江戸
～昭和前期  284 9.5第6類型  148   5.0

第7類型   66   2.2 
第8類型  854  28.7

昭和36年度 1161 39
第9類型  307  10.3

計 2980 100.0 

図1　第1類型縦辺長

図 2 　第1類型横短辺長

図 3 　第1類型横長辺長
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者
の
間
に
相
関
関

係
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

一
方
、
第
３
類

型
の
平
瓦
は
縦
辺

の
長
さ
が
分
か
る

も
の
は
六
六
六
枚

で
、
や
は
り
極
端

に
数
値
の
異
な
る

も
の
も
あ
る
が
、

二
二
・
七
㎝
〜
二

三
・
四
㎝
の
〇
・

八
㎝
の
間
に
七

九
・
七
％
が
収
ま
り
、
七
寸
六
分
前
後
を
基
準
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
（
図
５
）。
横
短
辺
の
長
さ
が
分
か
る
も
の
は
四
〇
三
枚
で
、
こ
れ
も

極
端
な
数
値
の
も
の
も
あ
る
が
、
二
〇
・
二
㎝
〜
二
〇
・
九
㎝
の
〇
・
八

㎝
の
間
に
七
九
・
七
％
が
収
ま
り
、
六
寸
七
分
前
後
を
基
準
に
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る（
図
６
）。
横
長
辺
の
長
さ
が
分
か
る
も
の
は
二
五
三
枚
で
、

こ
れ
も
や
は
り
極
端
に
数
値
の
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
二
〇
・
九
㎝
〜

二
一
・
八
㎝
の
一
・
〇
㎝
の
間
に
七
八
・
三
％
が
収
ま
り
、
概
ね
七
寸
前

後
を
基
準
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
７
）。
ま
た
、
縦
辺
長
と
横

短
辺
長
と
の
関
係
を
散
布
図
に
示
す
と
図
８
の
よ
う
に
な
り
、
や
は
り
両

者
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
今
後
の
保
存

修
理
工
事
な
ど
の
参
考

に
資
す
る
た
め
、
第
１

類
型
平
瓦
と
第
３
類
型

平
瓦
の
う
ち
縦
辺
、
横

短
辺
、
横
長
辺
す
べ
て

の
長
さ
が
計
測
で
き
た

瓦
の
数
値
を
、
別
表
１

及
び
２
と
し
て
末
尾
に

掲
載
し
て
い
る
。

図 ５  第3類型縦辺長

図 4  第1類型横短辺長と縦辺長の関係
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（
二
）
備
前
焼
瓦
に
あ
っ
た
篦
書
等

　

貞
享
期
製
作
と
推
定
さ
れ
る
第
１
類
型
の
平
瓦
か
ら
は
、
篦
で
記
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
「
伊
部
任（

住
）

萬
代
氏
」（
10
）（
縦
辺
長
二
三
・
八
㎝
、
横
短
辺

長
二
〇
・
〇
㎝
、
写
真
11
）、「
萬
代
正
吉
」（
縦
辺
長
二
三
・
六
㎝
、
横
短

辺
長
一
九
・
九
㎝
、
横
長
辺
長
二
二
・
〇
㎝
、
写
真
12
）、「
天
下
一
御
瓦
」

（
縦
辺
長
二
三
・
一
㎝
、
横
短
辺
長
一
九
・
九
㎝
、
写
真
13
）、
櫛
状
工
具

で
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
萬
代
」（
縦
辺
長
二
三
・
九
㎝
、
横
長
辺
長

二
一
・
八
㎝
、
写
真
14
）、「
御
瓦
」（
縦
辺
長
二
三
・
四
㎝
、
横
短
辺
長

二
〇
・
五
㎝
、
横
長
辺
長
二
一
・
二
㎝
、
写
真
15
）、「
愚
息
」（
縦
辺
長

二
三
・
五
㎝
、
横
長
辺
長
二
〇
・
四
㎝
、
写
真
16
）
の
文
字
瓦
が
各
一
枚

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、「
伊
部
任
萬
代
氏
」、「
天
下
一
御
瓦
」
及
び
「
御

瓦
」
の
記
さ
れ
た
平
瓦
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
二
年
に
か
け
て

行
わ
れ
た
聖
廟
大
成
殿
の
保
存
修
理
で
見
つ
か
っ
て
い
た
も
の
で
、
同

時
期
に
行
わ
れ
た
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
の
際
に
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い（
11
）。「
萬
代
正
吉
」
と
「
萬
代
」
は
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
二
年

の
保
存
修
理
で
も
本
殿
屋
根
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、「
愚
息
」
の
記
さ

れ
た
平
瓦
の
み
新
規
の
確
認
で
あ
る
。
ま
た
、「
萬
代
氏
」
や
「
萬
代
正
吉
」

は
瓦
を
製
作
し
た
人
物
の
名
で
、
和
気
郡
伊
部
村
に
居
住
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
貞
享
期
と
推
定
さ
れ
る
平
瓦
に
は
、
渦
巻
き
、
綾
杉
文
様
、
波

線
な
ど
の
図
柄
が
櫛
目
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
が
八
枚
見
つ
か
っ
て
い

る
（
写
真
17
‐
１
〜
４
）。

図 6  第3類型横短辺長

図 7  第3類型横長辺長

図 8  第3類型横短辺長と縦辺長の関係
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元
禄
期
製
作
と
推
定
さ
れ
る
平
瓦
か
ら
は
、「
試
砂
作
」
と
記
さ
れ
た

瓦
（
縦
辺
長
二
五
・
五
㎝
〜
二
六
・
七
㎝
）
二
二
枚
、「
試
砂
入
」（
縦
辺

長
二
六
・
六
㎝
）、「
試
作
砂
入　

サ
ヽ
原
」（
縦
辺
長
二
六
・
二
㎝
）、「
試

砂
作　

百
九
十
五
枚
ノ
内
」（
縦
辺
長
二
六
・
四
㎝
）
と
記
さ
れ
た
瓦
各

一
枚
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
瓦
は
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
二
年
に

か
け
て
の
保
存
修
理
で
は
本
殿
か
ら
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
な
か
で
も
「
試

作
砂
入　

サ
ヽ
原
」
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
の
保
存
修

理
で
旧
閑
谷
学
校
習
芸
斎
及
び
飲
室
で
発
見
さ
れ
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た

平
瓦
と
同
じ
物
で
あ
り
、
こ
れ
も
一
九
六
一
年
か
ら
の
本
殿
保
存
修
理
の

際
転
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
平
瓦
で
形
の
残
っ
て
い

る
も
の
は
横
辺
を
打
ち
欠
い
て
短
く
さ
れ
て
い
た
第
４
類
型
に
該
当
す
る

瓦
で
、
本
来
本
殿
の
平
瓦
で
な
く
、
や
は
り
一
九
六
一
年
か
ら
の
保
存
修

理
の
際
他
の
建
物
か
ら
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
ほ
か
文
字
の
記
さ
れ
た
瓦
と
し
て
は
、
年
代
不
明
の
「
大
福
」
と

篦
書
さ
れ
た
平
瓦
（
縦
辺
長
二
七
・
三
㎝
、
写
真
18
）
一
枚
が
新
規
に
見

つ
か
っ
た
ほ
か
、
一
九
六
一
年
か
ら
の
本
殿
保
存
修
理
の
際
見
つ
か
っ
て

い
た
「
元
禄
十
三
年　

庚
辰　
仲
秋
十
五
日
」

の
篦
書
の
あ
る
丸
瓦

（
写
真
19
）
も
再
確

認
さ
れ
た
。

写真13　「天下一御瓦」銘平瓦

写真12　「萬代正吉」銘平瓦

写真14　「萬代」銘平瓦

写真11　「伊部任萬代氏」銘平瓦
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写真16　「愚息」銘平瓦

写真17-2　模様入り平瓦の例2

写真18　「大福」銘平瓦

写真17-3　模様入り平瓦の例3

写真1９　「元禄十三年」銘丸瓦

写真17-1　模様入り平瓦の例1

写真17-4　模様入り平瓦の例4

写真1５　「御瓦」銘平瓦
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お
わ
り
に

　

二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
聖
廟
校
門
の
保
存

修
理
に
お
い
て
、
平
瓦
三
〇
六
九
枚
の
内
七
〇
・
八
％
に
あ
た
る
二
一
七

四
枚
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
元
禄
期
製
作
と
思
わ
れ
る
押
印
の
あ
る
瓦
が

三
八
〇
枚
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
閑
谷
神
社
拝
殿
等
の
床
下
に
敷
か
れ
て

い
た
平
瓦
と
同
じ
貞
享
期
製
作
と
思
わ
れ
る
平
瓦
も
二
枚
確
認
さ
れ
、
あ

わ
せ
て
三
八
二
枚
、
一
七
・
六
％
が
元
禄
期
以
前
の
平
瓦
だ
っ
た
。
こ
れ

に
比
し
て
閑
谷
神
社
本
殿
は
、
元
禄
期
以
前
の
平
瓦
、
第
１
類
型
・
第
２

類
型
・
第
３
類
型
・
第
４
類
型
を
あ
わ
せ
て
五
一
・
五
％
で
、
他
の
建
物

か
ら
転
用
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
第
４
類
型
の
平
瓦
を
除
外
し
て
も

五
〇
・
四
％
と
残
存
率
が
高
い
。
つ
ま
り
、
本
殿
は
元
禄
期
以
降
屋
根
葺

き
替
え
な
ど
の
修
理
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
元
禄
期
以
前
で
問
題
と
な
る
の
が
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）

年
の
本
殿
完
成
か
ら
第
３
類
型
の
平
瓦
が
製
作
さ
れ
た
一
七
〇
〇
（
元
禄

一
三
）
年
ま
で
僅
か
一
四
年
で
、
大
規
模
な
屋
根
葺
き
替
え
の
必
要
が
生

じ
た
点
で
あ
る
。
屋
根
そ
し
て
備
前
焼
の
瓦
に
何
ら
か
の
不
具
合
が
生
じ

た
た
め
だ
ろ
う
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
、

貞
享
期
の
平
瓦
に
は
裏
面
に
櫛
目
の
条
線
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
置

き
土
に
瓦
を
固
定
し
や
す
く
す
る
た
め
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
六

八
六
年
の
本
殿
完
成
時
、
屋
根
は
現
在
の
よ
う
な
「
空
葺
き
」
で
は
な
く

「
土
葺
き
」
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
不
具
合
が
元
禄
期
の
屋
根
葺
き
替
え

に
繋
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

貞
享
期
に
建
築
さ
れ
た
閑
谷
神
社
及
び
旧
閑
谷
学
校
聖
廟
の
建
物
の
中

で
は
、
一
九
六
二
年
以
後
屋
根
の
全
面
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
て
い
な
い
拝

殿
と
中
庭
な
ど
の
建
物
に
、
貞
享
期
・
元
禄
期
の
瓦
が
相
当
数
残
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
旧
閑
谷
学
校
講
堂
や
習
芸
斎
及
び
飲
室
は
、
一

九
六
一
年
以
後
屋
根
の
全
面
葺
き
替
え
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
講
堂

屋
根
の
南
面
に
は
古
い
瓦
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後
こ

れ
ら
の
建
物
の
保
存
修
理
が
行
わ
れ
る
際
に
同
様
に
調
査
が
進
め
ら
れ
、

さ
ら
な
る
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

《
註
》

（
1
）　

金
田
直
子
「
岡
山
県　

重
要
文
化
財
閑
谷
神
社
本
殿　

―
保
存
修
理
工
事
の
報

告
な
ど
―
」（『
文
建
協
通
信
』
一
四
一
、
二
〇
二
〇
年
）。
表
１
に
つ
い
て
も
金
田

論
文
か
ら
一
部
改
変
し
て
転
載
し
た
。

　
　
　
　

な
お
、
柿
板
の
一
部
に
墨
書
が
あ
り
、
判
読
で
き
た
も
の
と
し
て
、「
な
ま
よ
せ
」

「
大
福
入
之
帳
」「
弥
左
衛
門
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
判
読
不
能
で
あ
っ
た
が
、
村

名
ら
し
い
墨
書
も
あ
っ
た
。

（
２
）　

江
戸
時
代
の
文
献
に
は
「
東
御
堂
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
芳
烈
祠
」
は

現
在
の
本
殿
の
み
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

（
３
）　

正
宗
文
庫
所
蔵
「
閑
谷
学
校
取
換
記
録
」。
以
下
、
閑
谷
神
社
設
立
に
関
し
て
は

こ
の
史
料
に
よ
る
。

（
4
）　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
「
明
治
拾
年
至
明
治
二
十
九
年　

閑
谷

神
社
日
誌
必
用
書
抜
簿　

菱
池
田
」（
Ｐ
1‒

442
）。

（
5
）　

岡
山
県
教
育
委
員
会
発
行
、
一
九
六
二
年
。

（
6
）　

幣
殿
・
拝
殿
の
床
下
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
発
見
当
初
土
間
の
可
能
性
も
想
定
し

た
が
、
創
建
当
初
か
ら
大
き
な
改
造
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

現
在
は
建
築
当
初
か
ら
床
張
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
殿
の
床
下
に
も
同

様
の
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
た
。

（
7
）　

株
式
会
社
藤
原
組
か
ら
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
た
。

（
8
）　
『
特
別
史
蹟
並
び
に
国
宝
及
び
重
要
文
化
財
閑
谷
黌
講
堂
外
四
棟
保
存
修
理
（
第

一
期
）
工
事
報
告
書
』（
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
一
年
）。
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（
9
）　

閑
谷
学
校
の
備
前
焼
瓦
は
、
建
物
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
異
な
る
。
閑
谷
神
社
内
で

も
、
本
殿
と
幣
殿
・
拝
殿
と
で
は
大
き
さ
が
異
な
り
、
本
殿
は
聖
廟
大
成
殿
と
ほ
ぼ

同
サ
イ
ズ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
講
堂
は
建
物
群（
練
塀
除
く
）の
中
で
一
番
大
き
い
。

（
10
）　
『
特
別
史
蹟
並
び
に
重
要
文
化
財
閑
谷
黌
聖
廟
、
閑
谷
神
社
々
殿
及
び
石
塀
保
存

修
理
（
第
二
期
）
工
事
報
告
書
』
に
は
「
伊
里
住
萬
代
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
伊
部
任
萬
代
氏
」
が
正
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
な
お
、

「
任
」
は
「
住
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）　

一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
一
連
の
保
存
修
理
の
う
ち
屋

根
葺
き
替
え
工
事
は
、
閑
谷
神
社
の
建
物
が
一
番
最
後
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
転
用

が
可
能
で
あ
っ
た
。

別
表
１　

閑
谷
神
社
本
殿　

第
１
類
型
（
貞
享
期
）
平
瓦　

法
量

縦辺 横短辺 横長辺
22.9 19.7 20.3 
22.9 19.7 20.4 
22.9 19.4 20.5 
22.9 19.3 21.0 
23.0 19.9 20.1 
23.0 19.0 20.2 
23.0 19.5 20.2 
23.0 19.6 20.2 
23.0 19.5 20.4 
23.0 20.2 20.5 
23.0 20.1 20.6 
23.0 19.9 20.7 
23.0 19.6 20.8 
23.0 19.7 20.8 
23.0 19.8 20.8 
23.0 19.6 20.9 
23.1 19.2 20.0 
23.1 19.6 20.3 
23.1 19.4 20.4 
23.1 19.5 20.4 
23.1 19.3 20.5 
23.1 19.7 20.5 
23.1 19.8 20.5 
23.1 20.0 20.5 
23.1 19.6 20.6 
23.1 20.0 20.7 
23.1 19.6 20.8 
23.1 19.7 20.8 
23.1 19.9 20.8 
23.1 20.0 20.8 
23.1 19.9 21.0 
23.1 20.4 21.0 
23.1 19.6 21.1 
23.1 19.9 21.1 
23.1 19.7 21.2 
23.1 20.2 21.4 
23.1 20.5 21.7 
23.2 19.5 20.0 
23.2 19.5 20.4 
23.2 19.6 20.5 
23.2 20.1 20.5 
23.2 19.0 20.6 
23.2 19.5 20.6 
23.2 20.0 20.6 
23.2 20.1 20.6 
23.2 19.6 20.7 
23.2 19.8 20.7 
23.2 20.2 20.7 
23.2 19.8 20.8 
23.2 20.1 20.8 
23.2 19.4 20.9 
23.2 19.6 20.9 
23.2 19.6 20.9 
23.2 20.0 20.9 
23.2 20.1 20.9 
23.2 19.8 21.0 
23.2 19.8 21.0 
23.2 19.9 21.0 
23.2 20.0 21.0 
23.2 20.1 21.0 
23.2 20.2 21.0 
23.2 19.9 21.1 
23.2 19.9 21.1 
23.2 19.9 21.1 
23.2 20.2 21.4 
23.2 20.6 21.4 
23.3 19.7 20.0 
23.3 19.6 20.1 
23.3 19.9 20.5 
23.3 19.6 20.6 
23.3 19.8 20.6 

縦辺 横短辺 横長辺
23.3 19.9 20.6 
23.3 20.0 20.6 
23.3 20.0 20.7 
23.3 20.5 20.7 
23.3 20.0 20.8 
23.3 20.0 20.8 
23.3 20.2 20.8 
23.3 19.7 20.9 
23.3 20.0 20.9 
23.3 20.0 20.9 
23.3 19.2 21.0 
23.3 19.6 21.0 
23.3 20.2 21.0 
23.3 19.6 21.1 
23.3 19.8 21.1 
23.3 19.9 21.1 
23.3 20.1 21.1 
23.3 19.7 21.2 
23.3 19.8 21.2 
23.3 20.1 21.2 
23.3 20.6 21.2 
23.3 20.0 21.6 
23.4 21.8 20.0 
23.4 19.8 20.5 
23.4 19.9 20.5 
23.4 19.7 20.6 
23.4 19.7 20.6 
23.4 20.0 20.6 
23.4 20.2 20.6 
23.4 19.9 20.7 
23.4 20.3 20.7 
23.4 20.5 20.7 
23.4 19.5 20.8 
23.4 19.8 20.8 
23.4 19.9 20.8 
23.4 20.0 20.8 
23.4 20.1 20.8 
23.4 20.5 20.8 
23.4 19.9 21.0 
23.4 20.0 21.0 
23.4 20.0 21.0 
23.4 20.0 21.0 
23.4 20.2 21.0 
23.4 20.5 21.0 
23.4 20.5 21.0 
23.4 19.7 21.1 
23.4 19.8 21.1 
23.4 20.1 21.1 
23.4 19.7 21.2 
23.4 20.3 21.2 
23.4 20.5 21.2 
23.4 20.1 21.4 
23.4 20.1 21.4 
23.4 19.7 21.5 
23.4 19.7 21.5 
23.4 20.1 21.5 
23.4 19.1 21.6 
23.4 20.2 21.6 
23.4 20.3 21.6 
23.4 20.6 21.9 
23.5 19.8 20.1 
23.5 20.0 20.2 
23.5 19.6 20.4 
23.5 20.4 20.4 
23.5 19.9 20.5 
23.5 19.6 20.6 
23.5 20.1 20.6 
23.5 20.3 20.6 
23.5 19.9 20.7 
23.5 19.9 20.8 
23.5 20.3 20.8 

縦辺 横短辺 横長辺
23.5 19.7 20.9 
23.5 20.4 20.9 
23.5 20.4 20.9 
23.5 20.0 21.0 
23.5 20.0 21.0 
23.5 20.0 21.0 
23.5 20.0 21.0 
23.5 20.0 21.0 
23.5 20.0 21.0 
23.5 20.1 21.0 
23.5 20.1 21.0 
23.5 20.4 21.0 
23.5 20.6 21.0 
23.5 19.7 21.1 
23.5 19.6 21.2 
23.5 20.0 21.2 
23.5 20.5 21.2 
23.5 19.6 21.3 
23.5 19.8 21.4 
23.5 19.9 21.4 
23.5 20.3 21.4 
23.5 19.5 21.5 
23.5 19.8 21.5 
23.5 19.9 21.6 
23.5 19.9 21.6 
23.5 21.3 21.8 
23.5 20.1 22.0 
23.6 20.0 20.3 
23.6 19.6 20.4 
23.6 19.8 20.5 
23.6 19.7 20.6 
23.6 19.6 20.7 
23.6 19.9 20.7 
23.6 20.1 20.7 
23.6 19.6 20.8 
23.6 19.6 20.8 
23.6 19.9 20.8 
23.6 20.0 20.8 
23.6 20.4 20.9 
23.6 19.8 21.0 
23.6 20.0 21.0 
23.6 20.3 21.0 
23.6 20.6 21.0 
23.6 19.4 21.1 
23.6 19.9 21.1 
23.6 20.0 21.1 
23.6 20.2 21.1 
23.6 20.4 21.1 
23.6 20.1 21.2 
23.6 20.2 21.3 
23.6 19.5 21.4 
23.6 19.9 21.4 
23.6 20.2 21.4 
23.6 20.3 21.4 
23.6 19.8 21.5 
23.6 20.0 21.5 
23.6 20.4 21.5 
23.6 20.0 21.6 
23.6 20.2 21.6 
23.6 20.5 21.6 
23.6 20.5 21.7 
23.6 19.9 22.0 
23.7 19.9 20.7 
23.7 20.4 20.9 
23.7 20.1 21.0 
23.7 20.2 21.0 
23.7 20.2 21.0 
23.7 20.5 21.0 
23.7 19.8 21.1 
23.7 20.0 21.1 
23.7 20.2 21.1 

縦辺 横短辺 横長辺
23.7 20.3 21.1 
23.7 19.8 21.2 
23.7 20.2 21.2 
23.7 20.0 21.3 
23.7 20.0 21.3 
23.7 20.1 21.3 
23.7 20.0 21.4 
23.7 19.7 21.5 
23.7 20.0 21.5 
23.7 20.2 21.5 
23.7 20.4 21.5 
23.7 20.5 21.5 
23.7 19.8 21.7 
23.7 20.6 21.7 
23.7 19.9 21.8 
23.7 19.9 21.8 
23.7 20.0 21.8 
23.7 20.6 21.8 
23.8 19.9 20.3 
23.8 20.0 21.1 
23.8 20.0 21.3 
23.8 20.1 21.3 
23.8 20.2 21.3 
23.8 20.3 21.4 
23.8 20.2 21.5 
23.8 20.5 21.5 
23.8 20.6 21.6 
23.8 20.9 21.6 
23.8 20.4 21.7 
23.8 20.6 21.7 
23.8 19.9 21.8 
23.8 20.3 21.8 
23.8 20.7 21.9 
23.8 19.9 22.0 
23.8 20.0 22.0 
23.9 19.7 20.6 
23.9 20.3 21.1 
23.9 20.5 21.1 
23.9 20.8 21.2 
23.9 20.0 21.3 
23.9 20.6 21.3 
23.9 20.4 21.4 
23.9 20.0 21.5 
23.9 20.4 21.5 
23.9 20.8 21.8 
23.9 20.5 21.9 
23.9 20.4 22.4 
24.0 20.2 20.8 
24.0 20.6 20.8 
24.0 20.4 21.3 
24.0 20.2 21.4 
24.0 20.2 21.4 
24.0 20.5 21.4 
24.0 20.6 21.4 
24.0 20.7 21.6 
24.0 20.3 21.9 
24.0 20.0 22.0 
24.1 19.9 21.2 
24.1 20.4 21.2 
24.1 20.3 21.3 
24.1 20.8 21.5 
24.1 20.7 21.6 
24.1 20.3 21.8 
24.1 20.6 21.8 
24.1 20.5 22.0 
24.1 20.0 22.2 
24.4 20.9 21.0 
24.4 20.6 21.9 
24.4 20.9 22.0 
24.5 20.9 21.9 
24.7 21.1 22.5 
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別
表
２　

閑
谷
神
社
本
殿　

第
３
類
型
（
元
禄
期
）
平
瓦　

法
量

縦辺 横短辺 横長辺
20.7 20.1 20.9 
22.2 20.3 21.2 
22.4 20.5 21.2 
22.5 20.3 20.8 
22.5 20.2 20.9 
22.5 20.0 21.0 
22.5 20.4 21.0 
22.5 20.5 21.2 
22.5 20.7 21.2 
22.5 20.0 21.3 
22.5 20.4 21.3 
22.5 19.9 21.4 
22.5 20.2 21.4 
22.6 19.4 20.5 
22.6 20.0 20.5 
22.6 20.5 20.8 
22.6 20.2 20.9 
22.6 19.9 21.0 
22.6 20.3 21.3 
22.6 20.3 21.4 
22.6 20.5 21.5 
22.6 20.6 21.5 
22.6 19.8 21.6 
22.6 20.2 21.6 
22.6 20.3 21.6 
22.6 20.6 21.7 
22.6 20.2 21.9 
22.7 20.1 20.6 
22.7 20.4 20.6 
22.7 19.8 20.8 
22.7 20.8 20.9 
22.7 20.0 21.0 
22.7 19.8 21.2 
22.7 20.5 21.2 
22.7 20.5 21.2 
22.7 21.0 21.2 
22.7 20.6 21.4 
22.7 20.6 21.5 
22.7 20.7 21.6 
22.7 20.7 21.6 
22.8 20.3 20.6 
22.8 20.0 20.7 
22.8 20.2 20.7 
22.8 20.0 20.8 
22.8 20.4 21.0 
22.8 20.5 21.0 
22.8 20.6 21.0 
22.8 20.1 21.1 
22.8 20.4 21.1 
22.8 20.0 21.2 
22.8 20.1 21.2 
22.8 20.3 21.2 
22.8 20.7 21.2 
22.8 20.5 21.3 
22.8 20.5 21.3 
22.8 20.6 21.3 
22.8 21.0 21.4 
22.8 20.6 21.5 
22.8 20.0 21.6 
22.8 20.6 21.6 
22.8 20.7 21.6 
22.8 21.0 21.6 
22.8 19.9 21.8 
22.8 20.1 21.8 
22.9 19.9 20.6 

縦辺 横短辺 横長辺
22.9 20.4 20.7 
22.9 20.0 20.8 
22.9 20.4 20.9 
22.9 20.6 20.9 
22.9 20.4 21.0 
22.9 19.9 21.1 
22.9 20.4 21.1 
22.9 20.4 21.2 
22.9 20.5 21.2 
22.9 20.6 21.2 
22.9 20.2 21.3 
22.9 20.3 21.3 
22.9 20.2 21.4 
22.9 21.2 21.4 
22.9 20.2 21.5 
22.9 20.3 21.5 
22.9 20.7 21.5 
22.9 20.2 21.6 
22.9 20.6 21.6 
22.9 20.7 21.6 
22.9 20.9 21.6 
22.9 20.9 21.6 
22.9 20.2 21.7 
22.9 20.9 21.7 
23.0 20.3 20.4 
23.0 20.2 20.7 
23.0 20.5 20.8 
23.0 20.0 21.1 
23.0 20.4 21.1 
23.0 20.5 21.1 
23.0 20.5 21.1 
23.0 20.6 21.1 
23.0 20.4 21.2 
23.0 20.5 21.2 
23.0 20.5 21.2 
23.0 20.6 21.2 
23.0 20.6 21.2 
23.0 19.7 21.3 
23.0 20.9 21.3 
23.0 19.9 21.4 
23.0 20.0 21.4 
23.0 20.5 21.4 
23.0 20.6 21.4 
23.0 20.8 21.4 
23.0 20.0 21.5 
23.0 20.1 21.5 
23.0 20.6 21.5 
23.0 20.8 21.7 
23.0 20.0 21.8 
23.0 20.6 21.8 
23.0 20.7 21.8 
23.0 21.1 21.8 
23.0 21.3 21.8 
23.0 20.2 21.9 
23.0 20.3 21.9 
23.0 20.7 21.9 
23.0 21.1 22.2 
23.1 20.3 20.4 
23.1 20.3 20.9 
23.1 20.5 20.9 
23.1 20.5 21.0 
23.1 20.5 21.0 
23.1 20.5 21.0 
23.1 20.0 21.1 
23.1 20.5 21.1 

縦辺 横短辺 横長辺
23.1 20.6 21.1 
23.1 20.8 21.2 
23.1 20.9 21.2 
23.1 20.6 21.4 
23.1 20.7 21.5 
23.1 20.4 21.7 
23.1 20.5 21.7 
23.1 20.6 21.7 
23.1 21.2 21.7 
23.1 20.4 21.8 
23.1 20.8 21.8 
23.1 20.1 21.9 
23.1 20.5 21.9 
23.1 20.6 21.9 
23.1 21.0 21.9 
23.1 20.6 22.0 
23.1 20.8 22.2 
23.2 20.4 21.1 
23.2 20.9 21.1 
23.2 20.5 21.4 
23.2 20.6 21.5 
23.2 20.6 21.5 
23.2 21.0 21.5 
23.2 21.0 21.6 
23.2 20.5 21.8 
23.2 21.0 21.8 
23.2 21.0 21.8 
23.2 20.8 21.9 
23.2 20.4 22.5 
23.3 20.9 21.0 
23.3 20.0 21.1 
23.3 20.5 21.1 
23.3 20.2 21.2 
23.3 20.4 21.2 
23.3 20.6 21.2 
23.3 20.3 21.4 
23.3 20.5 21.4 
23.3 20.5 21.4 
23.3 20.8 21.6 
23.3 20.8 21.6 
23.3 20.9 21.6 
23.3 21.0 21.6 
23.3 20.4 21.7 
23.3 20.6 21.7 
23.3 21.0 21.8 
23.3 20.4 22.0 
23.3 20.9 22.1 
23.3 21.4 22.2 
23.4 20.6 21.5 
23.4 21.0 21.9 
23.4 21.0 22.0 
23.4 20.3 22.1 
23.4 21.0 22.1 
23.5 20.8 21.4 
23.5 21.2 21.5 
23.5 20.7 21.6 
23.6 20.6 21.5 
23.6 20.9 21.8 
23.9 21.0 21.9 
24.9 20.6 21.0 


